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１．競技会場において音響通信技術の果たす役割
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２．音響通信技術の概要
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３．音響通信技術を運用する上で必要な情報
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競技会場において音響通信技術を利活用するためには、利活用のための環境を構築した上、トリガー音を放送することが必要
です。加えて、アプリを利用した競技会場来訪者より音響通信技術に関する問い合わせがなされることも想定されるため、問い
合わせに対応することができる体制を整えておくことが重要です。

上記を踏まえ、本ガイドラインにおいては、実際に競技会場において音響通信技術を運用するにあたって必要となる情報を取りま
とめます。

音響通信技術を運用する上で必要な情報

 利活用環境構築方法

 情報端末と放送設備との接続

 トリガー音量の調整

音響通信技術を利活用する上で必要な情報

 操作方法

 情報端末を利用する場合（音楽再生ソフトの活用）

 ビデオボード連動により対応する場合

 来訪者対応の際の留意事項

 来訪者よりSoudUDに関する問い合わせを受けた際のQ&A

本ガイドライン中

「４．利活用環境構築方法」にて整理

本ガイドライン中

「５．操作方法」にて整理

本ガイドライン中

「６．来訪者対応の際の留意事項」にて整理



４．利活用環境構築方法
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５．操作方法
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６．来訪者対応の際の留意事項
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分類 回答質問#

アプリ動作

 会場内アナウンスに、トリガー音という人に聞こえづらい帯域の音も合わせて発信し、それをスマホが認識
して多言語情報を発信しています。

どういう仕組みなの？

ダウンロードできないが、どうすればよ
いか？

アプリ設定

 携帯端末の空き容量を確認してください。ダウンロードには、60M程度の容量を必要とします。上記でも
ダウンロードできない場合は、対応未端末と思われます。

言語設定を変えたいが、どうすればよ
いか？

 アプリ トップ画面右下アイコン 設定 → 表示言語 から設定を変更してください

 変更後は、アプリを一度落としていただき、再度起動の上ご利用ください

会場のどこで使えるの？
 主に、手荷物検査場付近アナウンス、会場内アナウンス（注意喚起）、緊急アナウンス（地震等が発
生した場合）

アプリが動作しないが、どうすればよい
か？

 トップ画面右下のデータ更新日が日付が表示されている確認をお願いします。
本日日付になっていない場合は、インターネット環境下でアプリを再度立ち上げ、Loading表示が消え
るまでお待ちください

 マイクで情報を取得しているため、マイク部分を塞がず、トリガー音が発信されているスピーカー（アナウン
スが放送されているスピーカー）に近づくように移動をお願いします。

 マイクで情報を取得しているため、録音や他のアプリなどでマイクを使用している場合は情報を取得できま
せん。

アプリは、バックグラウンドで立ち上げ
ていないとだめなの？

 はい、バックグラウンドで立ち上げてください。

（iOSの場合）トップ画面右下アイコン 設定 → バックグランド取得 を選択してください

（Androidの場合） 2020年4月頃のアプリアップデート後には設定することができます

文字を大きくできないの？  2020年4月頃のアプリアップデート後には文字サイズの変更が可能になります（更新予定）

１

５

６

２

３

４

７

対応言語数は？  日・英・中・韓・仏・西の6か国語に対応しています。

競技場以外で使えるの？
 鉄道、商業施設、アミューズメントパークや劇場等で利用できます

 詳しくはアプリの設定よりご確認ください

8

9

その他

来訪者とのQ＆A
来訪者から音響通信技術に関する問い合わせを受けた際のQ&Aを記載します。これらを参考として対応を行うことが可能です。
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